


日本産科婦人科学会への新入会数  

平成13年度卒業で産婦人科研修開始  

平成14年度卒業で産婦人科研修開始  

平成15年度卒業で産婦人科研修開始  

12年間なし  

平成16年度卒業で産婦人科研修開始  

平成17年度卒業で産婦人科研修開始  

約355名（信大1名）  

約340名（信大6名）  

約357名（信大8名）  

約290名（信大3名）  

約300名（信大3名）  

・新制度から、産婦人科を目指す医師が約20％減少した  

・ローテーション研修中に、産婦人科医の過酷労働を実感  

・信州大学の場合、平成16年度卒研修医の専門研修選択   

産婦人科→麻酔科1名、産婦人科→小児科1名   

しかし、総合内科→産婦人科1名、外科→産婦人科1名  

長野県の産婦人科医数が減少  
・平成13年＝189名→平成18年＝162名  

長野県全体の分娩数＝年間約2万人  

・病院での分娩数が73％（全国で2位、平均52％）  

とくに、碑柑年で勤務医が29名が離職した！  

・県外大学の人事による県外異動10名  

・結婚や開業などによる県外流出6名  

・県内開業 5名、産休・育休 6名、定年退職 2名  

県外から着任4名、信州大学産婦人科の新人獲得で対応  

・新人21名のうち女性医師＝17名（81％）（平成13－18年）  

・現在、結婚・妊娠ラッシュを迎えている  

産婦人科勤務医の生活は、さらに過酷になっている  
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全国の妊産婦と赤ちゃんの命と健康を守るために   

限られた医師数・施設数の中で、できるだけのことを行う   

－ネットワーク形成が重要である  

日本産科婦人科学会産婦人科医療提供体制検討委員会   
提言一最終報告書（平成19年4月12日）（資料1）  

奈良県のような事態を、二度と引き起こさないように！  

長野県の産科・小児科医療のあり方に関する提言書   
（平成19年3月22日）（会長＝小西）（資料2）   

一厚生労働省医政第1222007号「集約化」への対応   

一大学病院が地域医療協議会に深くコミットしている  

長野県における具体例の提示（長野県飯田地区）  
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産科問題懇談会   

会長：市長、南信州広域連合長  
構成：南信州広域連合、郡町村会、保健所、医師会、  

関係医療機関   

個々の医療機関や市町村単位では解決できない問題  

→今後、地域一丸となって解決する方策を出す  
→信州大学も協力   

＜方策＞   

●南信州広域連合から市立病院へ支援：5億円の出資   

●行政、医師会、産婦人科医が連携・協力  
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地域協力体制  
＜産科＞  

（D 市立病院：分娩数増加に対応可能な体制を整備  

②市立病院の外来診療負担軽減  

正常妊婦はセミオープンシステムによる健診  

34週未満：主に市立病院以外の医療機関  

34週以降：市立病院  
③ 産科共通カルテを作成し、省力化と情報の共有   

＜婦人科＞  

（D原則として癌検診や初診は、他の医療機関  
②初診医が市立病院の受診が必要と判断した場合、   

市立病院へ紹介状   

＊以上の診療体制の変化を住民へ周知  

（新聞、広報、各医療機関、市町村役場、保健師）  

市立病院の対応  

産婦人科常勤医師を3名から4名へ増員（大学から）  

非常勤医師を3名から4名へ増員  

（周圃の診療所が協力）  

助産師を16名から23名に増員  

助産師外来を充実  

専属クラークを配置  

分娩台2台体制から3台体制へ増築工事を実施  

分娩監視システムを増設  

産科問題プロジ工クト会議で病院としての対応を協議  
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分娩数  外来受診者数  

経腱 分娩  帝王 切開  合計  双胎  産科  lケ月 健診  婦人 科  妊学  合計   

7月   24    35  2  

8月   26   6  32  

9月   22  23  45  3  

10月  31    42  2  
‖月  21   10  3l  3  

12月  28  13  41  0  
1月   37  19  56    713  46  517  t55  1431   

2月   44  19  63  2  674  51  397  129  1251   

3月   63  24  87  0  683  51  444  148  1326   

4月   58  20  78  3  598  78  369  114  ‖59   
5月   66  15  81  2  558  104  415  136  1213   

6月   62  19  81  3  －604  82  467  10了  1260   

7月   67  18  85  3  694  74  429  96  1293   

8月   79  19  98  0  746  94  490  100  1430   

9月   72  16  88    613  87  431  81  1212   

10月  63  26  89  2  663  lt7  443  96  1319   
‖月  62  19  8l  2  548  74  390  95  1107   
12月  53  17  了0    601  76  415  87  1179   

日本産科婦人科学会では  

・リクルートDVD作製委員会（委員長＝小西）  

・サマースクール実行委員会（副委員長＝小西）  

一大学病院が若手医師を確保するしかない！  

信州大学の産婦人科では  
・文部科学省の医療人GP、産婦人科プログラム  

・学生との対話促進（2週間の一度の食事会＝小西）  

・卒業前に産婦人科専攻を勧める  
→平成19年卒は5名ほぼ確定  

産婦人科医の処遇改善への努力  
・夜間分娩手当などに、正当な報酬を  

（県内全病院長へ要請＝小西）  

・女性医師の妊娠■分娩・育児へのサポート  

医療事故の解決システム、無過失保証制度を模索  
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